
　　　　

2025 年 3 月 12 日
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分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節に応じたレクリエーションを行います。（クリスマス会、お正月遊び、節分、ひな祭り、夏祭り体験、ハロウィンなど）

家族支援
・ご家族が希望する生活や利用者の心身の状況を把握し、適切な相談、援助等を行います。
・送迎を行い、ご家族との連携やご家族の負担軽減を図ります。
・ご家庭の状況に応じて、利用日・利用時間の調整を行います。

移行支援
・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備として
の支援を行います。
・より多くの人と関わることができるよう支援を行います。

地域支援・地域連携
・環境の変化に対する不安などを汲み取り、学校や関係機関と情報共有をし支援
を行います。
・個別のケース検討のための会議への出席等を適宜行います。

職員の質の向上
・法人内での研修に参加。また、他事業所との座談会や研修などにも参加
し意見交換を行います。
・定期的に会議を開き、情報共有を行います。

支　援　内　容

・利用者の状況に応じて、食事・更衣・排泄等生活全般にわたる援助を行います。援助を通して、生活における動作の意味を自ら感じ、主体的に取り組む気持ちを育みます。
・調理や設定活動の中で、順番や役割を決め、見通しをもって待つ経験を育みます。
・身の回りの整容を学べるように、支援を行います。

・姿勢と運動動作の基本的技術の向上を目的とし、室内での身体を動かす遊びや公園での遊具を使用した遊びを通して、身体を大きく動かす粗大運動を向上させつつ、工作や調理から微細
運動への支援を行います。

本
人
支
援

・集団遊びを通して、集団の中での評価を行い、自己調整する力に繋がるよう支援を行います。

・他者に自分の気持ちを表現していけるような支援、人との関係づくりを行います。

・学年の異なる異年齢の児童の交流を図り、役割を意識する経験を行います。また、その中で社会性や協調性を培っていきます。
・施設外の取り組みを通して、社会経験を増やします。（施設見学など）

支援方針
障害児が日常生活における基本的動作を習得及び集団生活に適応することができるよう、障害児等の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な支援を行い
ます。

サービス提供時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 なかまの想いに寄りそいゆたかな明日をめざします。

事業所名 放課後等デイサービス　すぷらうと 作成日支援プログラム


